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失
業
給
付
額
よ
り
み
土
英
園
枇
曾
保
障
の

一
性
格

ー

l
i
第

二

次

大

耽

後

六

年

間

の

歩

み

か

ら

l
l

一
、
ベ
ヅ
ア
リ
ツ
ヂ
卿
の
ロ
ィ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム

二
、
努
働
黙
と
保
守
烈

三
、
此
官
保
障
の
行
衛

「
民
主
主
義
政
旅
の
極
〈
近
き
帰
来
を
、
以
一
需
を
も
っ
て
要
約
す
る

な
ら
ば
、
私
札
。
保
険
。
と
一
五
位
ぅ
。
」
と
、
実
関
一
九
一
一
年
間

家
保
険
法
の
設
定
に
営
っ
て
、

w
・
ず
ヤ
1

チ
ル
氏
が
と
う
叫
ん
だ
時
そ

の
舞
台
、
英
問
責
本
主
義
は
漸
く
停
間
期
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ら
う
巴

一
九
一
一
年
、
ア
ス
グ
イ
ス
自
白
熱
内
問
は
、
蔽
相
P

イ
ド
・
ず
ョ

1

4
J
の
理
案
で
、
愈
々
二
百
二
寸
五
万
の
筋
肉
傍
働
者
に
失
業
侭
険
を
強
制

す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
人
は
等
し
〈
こ
の
世
界
最
初
の
枇
曾
的
資
験
に
目

失
業
給
付
額
よ
り
み
た
究
開
枇
曾
保
陪
の
一
性
格

人

見

同司

郎

を
睦
っ
た
が
、
動
揺
を
制
け
る
第
一
次
大
戦
以
来
の
刊
界
経
隣
位
、
も
と

よ
り
と
の
制
度
の
順
調
立
成
長
を
許
し
は
し
な
か
っ
た
。
間
も
な
く
ご

O

年
訟
を
以
て
、
一
器
に
慰
百
万
mw
被
保
険
者
を
加
へ
た
が
、
包
も
不
況
来

っ
て
、
基
金
を
細
川
同
せ
し
め
、
二
一
年
に
は
、
法
定
給
付
期
限
の
聾
き
た

者
に
も
同
率
の
失
菜
子
宮
金
を
輿
へ
、
更
に
扶
護
家
臨
敏
に
隈
ず
る
手
営

を
も
強
ひ
ら
れ
る
事
前
に
お
か
れ
、
と
の
上
に
掛
金
と
関
係
な
〈
無
制
限

の
給
付
が
二
七
年
に
行
は
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
赤
字
は
み
る
み
る
梨
積

し
て
、
間
庫
借
入
金
は
三
一
年
に
一
億
一
千
五
百
万
蹄
を
突
破

L
t
し
ま

っ
た
。
と
-
L

に
失
来
的
体
除
制
度
は
英
関
財
舵
の
焔
と
さ
れ
て
、
と
れ
が
拠

間
金
融
・
罵
替
相
場
の
不
安
の
根
冠
と
叫
は
れ
乍

ι、
遂
に
危
機
件
、
三

一
年
九
月
の
金
橘
出
禁
止
・
碩
儒
替
の
低
蕗
を
将
市
刑
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

勿
論
ζ
れ
と
前
後
し
て
、
艶
長
の
謝
査
委
員
舎
が
、
そ
の
ソ
λ

ペ
ン
シ
1
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生
業
給
付
額
よ
り
み
た
英
悶
枇
曾
保
障
の
一
性
秘

陸
保
に
動
員
さ
れ
て
、
種
々
陸
自
措
町
が
前
ぜ
ら
れ
り
し
丈
が
、
労
使
負

搾
舗
に
除
じ
て
耐
え
ず
靖
践
す
る
閤
庫
負
搾
以
上
に
、
そ
の
都
度
臨
時
に

多
額
の
悶
庫
支
出
が
行
は
れ
て
も
、
給
付
を
カ
バ
ー
す
る
掛
金
卒
設
定
の

試
み
は
つ
ひ
ぞ
行
は
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
。

か
〈
亡
失
業
保
険
基
金
の
財
政
は
、
ま
た
k
A

く
削
に
保
険
組
済
と
の
凪

隠
を
超
越
し
て
し
ま
ム
よ
と
に
な
っ
止
。
保
険
り
こ
の
同
か
ら
既
ド
そ
の

名
に
値
し
な
く
な
っ
亡
い
た
の
芭
あ
る
。

一
九
二
九
年
の
刊
界
恐
慌
は
、
か
く
し
て
、
貿
本
主
義
の
府
民
的
失
業

が
、
も
は
や
許
働
岩
の
負
揺
す
る
失
業
侭
険
金
を
以
て
し
て
は
到
底
突
倣

L
難
い
こ
と
を
世
に
告
げ
、
実
闘
は
と
与
に
愈
々
全
額
附
庫
負
拾
の
hv
拡

張
給
付
開
M
『
ロ
件
。
仏
国
O
E
w
m門
ク
を
設
付
る
と
と
に
一
な
っ
た
が
、
と
の
時

点
的
ら
、
世
曾
保
険
よ
り
耽
曾
保
防
へ
の
第
一
告
が

L
み
山
さ
れ
た
と
一
去

へ
よ
ラ
白
き
て
、
第
二
次
大
戦
は
じ
ま
っ
て
、
雇
傭
も
活
躍
と
な
り
、
。
実
闘
の

和
界
仁
諮
る
ゲ
告
様
の
世
曾
サ
ー
ビ
ス
も
漸
く
成
烈
則
に
入
つ
亡
く
る
也

事
賢
、
過
去
四
十
年
間
に
そ
の
一
つ
一
つ
の
著
し
い
進
歩
を
見
る
も
の

位
、
泣
く
と
め
闘
よ
り
ス
ラ
ム
が
惑
を
精
き
う
と
思
レ
も

L
土
。
に
も
拘

府
内
ず
、
一
九
四
-
一
年
に
於
て
も
な
倍
、
速
く
エ
り
ザ
ペ
ス
刺
に
始
ま
る
E

い
ふ
最
も
初
期
的
世
曾
サ
ー
ビ
ス

H
救
賛
殺
に
頓
る
も
の
凡
そ
六

O
万
余

の
戴
字
は
何
を
語
ら
え
F

と
す
る
の
か
。

給
付
及
び
扶
助
を
受
け
る
人
質
(
一
九
四
一
司

失

菜

保
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給

付

亙

び
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助

一

四

O
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0
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岡
民
健
康
保
険
疾
病
経
疾
給
付
入

0
0、
0
0
0

義
老
寡
婦
年
金
崎
老
ニ
一
、
六
二
一
川
、
わ
氾
わ

諒

川

町

四

0
0
、
0
0
0

数
貧
法
(
百
世
仁
於
け
る
)
四
一
三
一
、
幻
沿
わ

{ι
共
施
設
に
於
け
る
)
一
四
コ
一
、

0
0
0

さ
て
、
異
な
る
時
期
に
個
々
の
要
京
に
際
じ
て
生
れ
た
各
個
の
社
曾
サ

ー
ビ
ス
が
、
等
し
〈
賢
悶
と
取
組
み
午
ら
も
、
モ
れ
ぞ
れ
知
自
に
育
て
ら

れ
た
粘
阿
武
、
そ
の
定
め
る
位
制
・
組
織
・
管
轄
等
、
相
主
に
好
ま
し
か
ら

ざ
る
食
違
レ
を
み
ぜ
、
と
の
飼
い
づ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
受
付
得
な
い
者

か
く
も
多
ト
政
に
上
。
と
、

ζ

ぅ
、
時
の
政
府
は
州
臨
し
て
、
一
九
四
一
年

六
月
、
大
掛
り
な
委
員
歯
に
始
め
て
h
q

者
計
問
問
の
相
互
関
係
に
特
に
留

意
の
と
、
現
行
世
宙
保
険
及
び
街
似
詰
サ
1
ピ
ス
を
調
査
・
翻
告
h
q

せ
し

め
る
こ
と
に
な
っ
た
c

翌
年
会
に
さ
れ
た
調
査
報
告
を
、
周
知
の
如
く
ベ

グア

p
ッ
ヂ
・
レ
ポ
ー
ト
と
人
は
呼
ん

E
L
V
る。

ベ
ダ
ア
リ
ア
ヂ
仰
は
そ
の
中
で
、
虻
曾
日
約
の
旧
晶
訟
の
と
に
立
っ
て
、

批
曾
保
障
制
度
は
、
世
合
同
進
歩
の
岡
山
肌
な
政
策
の
一
環
な
わ
と
し
て
、
θ

窮

乏
h
q

に
針
す
る
旨
百
島
で
あ
り
、
世
曾
侭
除
に
よ
る
所
得
の
再
分
闘
を

以
て
そ
の
質
現
を
充
分
間
符
L
得
る
と
し
ζ

、
却
に
針
象
を
側
兵
ゎ
一
部

で
は
な
く
全
悶
民
の
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
事
故
に
ま
で
保
険
の
目
的
を
顕
大

、
、
、
、
.
、
‘
、
、
、
、
.
、
、

し
て
、
そ
の
給
付
制
は
最
低
生
活
費
を
保
附
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
ベ

き
と
止
、

E
い
ふ
博
大
な
原
則
を
か
h
A

げ
ζ

い
る
。
買
に
モ
の
篤
の
車
一

給
付
に
到
し
て
掛
金
も

m一
、
行
政
責
任
も
血
一
な
る
べ
き
原
則
を
附
し

亡
現
行
諸
制
度
に
針
し
て
政
多
の
翻
告
を
行
っ
た
。



「
と
の
予
算
は
、
伎
に
は
、
退
犠
年
金
hr
賄
ふ
た
め
に
、
問
庫
に
は
る

か
に
多
く
の
負
躍
を
か
け
る
こ

ιに
な
ら
p
h
b
ζ

の
と
と
は
、
実
関
同
組
融
制

機
構
の
将
来
及
び
実
関
々
民
の
自
力
に
削
到
す
る
信
念
の
表
明
で
ゆ
め
る
。

}
英
同
氏
が
よ
内
生
首
的
で
な
く
な
る
と
和
、
な
る
に
相
違
な
い
と
い
ふ

rと
は
鰹
険
に
反
し
て
な
ん
ち
恨
擦
も
な
い
と
と
で
あ
る
@

L

E

e

彼
は
斉
本
主
義
の
辿
る
閉
る
い
将
来
に
つ
い
て
、
た
刊
誌
無
限
の
信
仰
を
詰

る
の
み
で
あ
る
。
加
へ

E
い
ふ
、
「
そ
れ
は
〈
ベ
配
合
冊
陣
三
戟
普
及
び
平
和

に
お
け
る
政
府
の
目
的
が
、
支
配
者
あ
る
ひ
は
民
按
の
柴
光
で
は
た
〈
、

普
通
の
人
の
辛
一
一
耐
〔
己
目
出
呂
志
ロ
何
回
m
E
E
O
口
。
目
目
。
ロ
目
ωる
で

あ
る
と
い
ム
信
念
の
徴
で
あ
る
。
と
れ
骨
盤
み
り
と
る
に
は
、
勇
気
と

信
念
と
悶
民
的
統
一
の
感
覧
と
が
必
顎
で
あ
る
。

即
ち
、
事
貨
と
岡
難
と
に
阿
国
し
て
そ
れ
に
打
克
つ
男
試
、
E

口
等
の
将

来
及
び
幾
刊
胞
を
通
じ
て
吉
等
的
支
聞
が
そ
の
鱈

ι死
世
恐
れ
な
か
っ
た

フ
ェ
ア
1

・
フ
レ
イ
と
白
自
に
針
す
る
信
念
、
い
か
な
る
階
級
あ
る
ひ
は

縫
祇
の
利
害
を
も
超
え
亡
岡
民
的
統
一
の
感
覧
者
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

」
と
。

今
弐
大
時
で
獅
宗
軍
の
本
土
爆
撃
と
い
ム
は
じ
め
て
知
る
苦
悩
の
な
か

に
あ
っ
て
、
防
後
の
新
一
肘
A

町
田
へ
の
幻
を
か
1
A

げ
、
沈
み
勝
ち
な
図
民
の
士

気
を
芯
い
起
た
し
め
る
わ
れ
め
に
、
則
に
は
と
り
わ
け
犬
き
な
社
曾
崎
理
想

が
あ
っ
去
の
む
あ
ら
ラ
ロ
果
せ
る
や
、

ζ

の
「
報
北
内
宮
」
件
、
忽
ゆ
り
出
頭

土
り
吉
持
へ
、
普
賢
よ
h

り
居
間
へ
浬
ば
れ
た
。
政
府
刊
行
物
に
し
て
始
め

て
ベ
ス
ト
・
セ
ヲ
ー
に
推
さ
れ
る
光
誌
を
か
ち
え
た
こ
と
も
印
に
御
承
知

失
業
給
付
額
よ
り
み
た
英
悶
世
命
保
聞
の
一
性
格

で
あ
ら
う
。

彼
の
如
〈
、
そ
の
悶
家
が
閑
民
の
一
般
的
繭
利
の
漏
に
の
み
寄
在
す
る

間
祉
岡
家
と
し
て
理
解
せ
ば
、
枇
A
E

同
保
障
が
岡
民
の
窮
乏
に
封
し
て
こ
れ

を
超
階
紐
的
な
岡
民
協
同
体
的
立
場
か
ら
克
服
し
よ
う
と
す
る
岡
家
の
施

策
で
あ
る
と
は
一
際
肯
け
よ

4
0
市
し
、
位
曾
保
険
及
び
煩
似
諮
サ
E
ピ

ス
統
合
の
裏
に
あ
る
も
の
が
、
首
時
の
英
岡
政
府
白
如
〈
盟
な
る
制
度
と

の
欠
陥
に
針
ず
る
行
政
的
な
措
置
の
み
と
は
勿
論
息
へ
た
い
し
、
文
明
る

い
図
民
生
活
の
枇
曾
化
を
め
ざ
す
人
道
主
義
の
み
か
ら
捜
し
た
も
の
と
も

考
え
ら
れ
な
い
。
吾
々
は
ペ
ザ
ァ
リ
ッ
ヂ
卿
の
理
想
主
義
が
両
く
掲
げ
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
現
賓
の
緊
迫
せ
る
苦
し
み
に
同
世
注
ぐ
。
そ
し
て

仁
の
苦
悶
の
中
に
枇
曾
保
障
の
生
長
す
る
姿
を
求
め
て
み
た
い
。

そ
と
で
掠
づ
問
は
う
。
「
英
闘
に
於
け
る
社
九
日
目
保
障
制
度
は
そ
の
富
施

以
来
、
如
何
程
閑
民
の
生
活
を
潤
ほ
し
た
か
し
と
。
今
と
L
に
僅
恥
な
資

料
を
た
上
旬
に
失
業
保
険
給
付
額
と
い
ふ
一
つ
の
ケ

1
ス
を
と
り
上
げ
、

股
後
の
英
悶
々
民
の
最
低
生
活
費
と
比
ペ
て
み
よ

9
0
〈
最
低
佐
官
践
の
地
酎

は
別
稿
レ
ド
ゆ
づ
っ
て
、
こ
と
で
は
政
府
自

ιの
詰
め
る
酷
定
一
即
金
時
四
寧
を
一
臨
最
由
佳
話
蹴

と
見
倣
し
て
お
き
た
い
)
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嫡
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見

1章
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見

主

失
業
給
刊
翻
よ
り
み
た
英
岡
山
批
曾
保
障
の
一
山
内
格

一
一
六
・

O

四
一
一
一
・
六

一一一一・ー六

五
一
・

o

四
前
年
よ
句
五
一
年
ま
で
の
戟
後
六
ヶ
年
、
政
権
に
あ
っ
た
努
倒
賠
は
、

犬
体
と
の
ベ
グ
ア
リ
フ
ヂ
援
に
沿
っ
て
佐
官
保
問
制
度
を
清
t
b

賀
行
に
移

し
た
。
ま
ず
一
九
宜
一
年
に
は
、
生
産
費
脇
町
を
三
八
年
同
問
格
に
よ
る
保

険
給
付
額
、
夫
婦
三
二
志
(
一

O
誌
の
器
官
を
合
主
の
一
一
一
二
%
正
見
倣
し
て
、

四
二
志
と
故
め
た
@
而

L
乍
ら
既
に
四
七
年
十
月
拠
出
の
悶
民
扶
助
法
案

忙
よ
る
扶
助
牢
は
、
そ
れ
と
は
別
に
最
低
牛
前
費
そ
家
賃
一

O
志
を
除
い

て
、
問
。
志
と
見
積
つ
亡
お
め
、
事
皆
上
五

O
志
そ
認
め
て
い
る
。
四
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関

民

扶

助

率

一

炉

む

山

下

室

観

一
〔
最
低
生
活
資
+
家
賃
}

二
二
・

O
一

=
一
入
・
六
一

一
一
・

O
一

二
五
・
六

四
四
・
L

ハ

↓
一
一
-
九
一

一0
・0

九
・

O

=一

0
・0

主

0
・0

三
五
・

o

r
I

七
・

O

一-
〆¥

O 

年
世
曾
保
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
ー
し
た
時
に
於
て
低
に
保
険
給
付
額
は
畳

低
生
活
費
よ
り
、
入
志
も
不
足
し
て
い
た
わ
円
で
あ
る
。
そ
の
後
、
阿
見

扶
助
草
は
五

O
年
に
は
家
賃
除
外
で
、
四
三
志
六
片
に
、
王
一
年
に
は
同

じ
〈

E
O志
に
引
上
げ
ら
れ
た
の
に
ひ
き
か
へ
、
閑
民
保
険
の
方
は
、
主

一
年

r退
職
年
金
だ
け
が
、
家
賃
合
同
み
で
主

O
志
に
引
上
げ
ら
れ
、
又
長

予
分
の
引
上
げ
は
此
び
第
二
子
以
下
の
干
常
が
加
へ
ら
れ
ζ
も
、
時
年
に
針

ず
る
失
諜
・
疾
病
給
付
日
酬
は
そ
の
ま
i
A

仁
軒
置
か
れ
て
い
る
。
と
の
や
う

に
岡
島
保
険
給
付
制
が
叩
く
か
ら
最
低
生
活
費
正
一
膝
詰
め
ら
れ
る
水
準

よ
り
下
町
っ
て
い
た
と
と
は
、
百
二
年
四
月
十
七
日
タ
イ
ム
ズ
紙
所
載
主

き
れ
る
上
の
悶
表
も
数
ヘ

E
い
る
Q

さ
E
朝
鮮
事
礎
に
よ
る
世
界
的
物
価
総

長
は
、
英
岡
の
愉
入
原
料
の
憤
絡
を
た
か

め
、
定
に
主
一

l
主
二
年
度
に
始
ま
る
再

軍
縮
ニ
一
ヶ
年
計
両
に
も
ら
れ
た
軍
事
費
の

膨
眼
目
、
関
際
股
支
の
逆
調
と
相
侠

7τ

英
関
財
政
を
茜
し
〈
事
迫
し
、
経
済
危
機

を
ま
ず
士
十
段
均
一
亡
枇
曾
保
障
制
度
の
維

持
脳
陣
簡
を
国
難
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
符
働
黛
は
と
の
問
、
費
産
調
査
な
し

に
全
閣
尽
を
湖
南
明
と
し
て
、
低
調
所
得
暦

の
生
活
引
上
げ
を
岡
る
食
糧
補
助
金
、
義

務
数
育
費
問
庫
負
控
、
住
宅
補
助
金
等
、
そ

第
七
十
一
巻

現
質
的
精
判
事

長

子

第
二
子
d

以
下
』

二
六
・

0

四
二
・

0

七
・
六

五・

O

長

子

第
二
子
d

以
下
』

一
一
六
・

0
一一一

δ
・

o

削
二
・

O
E
O
-
O

一
0
・
。
一

七
・
六
一

間
四
六

年
金
曜

第
六
競

b 



の
他
の
岡
融
政
策
は
貰
要
む
所
得
再
分
間
政
策
と
し
て
そ
の
維
持
に
努
め

乍
ら
、
他
国
、
既
に
溢
職
牢
金
と
一
般
給
付
と
に
差
そ
設
け
て
早
一
給
付

の
原
則
を
破
ゎ
、
義
歯
・
眼
鏡
に
料
金
を
践
し
て
、
ク
あ
ら
ゆ
る
欝
療
を

全
開
民
に
無
軒
古
提
供
す
る
か
ι

と
い
ふ
原
則
を
侵
L
、
更
に
注
目
す
べ
き

は
、
。
保
険
給
付
縞
は
最
低
生
活
費
を
保
障
す
る
に
足
る
ぺ
し
ゲ
と
い
ふ

原
則
を
ま
で
破
る
に
至
つ

c
い
る
。
市
し
さ
寸
が
原
則
そ
の
も
の
の
痩
更

に
ま
で
は
手
を
胸
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
止
。

労
働
時
時
政
府
下
の
こ
の
や
ラ
な
賀
情
を
み

t
、
保
守
黙
は
、
主
一
年
の

選
出
品
に
際
し
て
、
枇
曾
保
障
制
度
を
お
び
や
か
す
も
の
は
イ
シ
フ
レ
1
シ

ヨ
ン
で
あ
っ
て
、
と
の
イ
三
ノ
レ
は
祉
曾
主
義
政
府
の
高
割
支
出
、
闘
有

化
政
策
に
由
来
す
る
と
批
難
し
、
億
全
財
政
を
国
間
栂
し
た
。
愈
h
N

五
三
年

一
月
、
保
守
殺
が
政
催
、
ど
樋
る
や
、
駐
日
大
使
館
付
新
任
附
労
働
顧
問
、
カ

ル
パ
ー
ト
氏
を
し
て
、
「
少
く
と
も
今
ま
で
闘
民
が
享
受
し
て
い
た
給
付

面
で
損
を
さ
廿
る
よ
う
な
と
と
は
栢
断
に
あ
り
ま
を
ん
。
若
し
多
少
芯
も

改
一
め
る
と
こ
ム
一
あ
り
と
す
れ
ば
、
財
政
面
で
こ
れ
ま
で
指
摘
き
れ
て
い
た

や
う
な
不
合
現
な
点
や
、
行
政
前
の
一
巾
便
な
点
の
改
善
〈
ら
い
で
せ
う
。

」
と
問
言
ぜ
し
め
乍
ら
、
現
寅
に
悶
離
な
惚
商
情
勢
に
直
面
す
れ

ば
、
際
十
市
部
か
ら
い
ち
早
く
、
『
批
A

岡田サ

1
ピ
ス

!
I
1賛
閣
と
費
産
』
な
る

バ
ン
プ
レ
ッ
ト
聖
公
に
し
と
、
か

4
教
へ
て
い
る
。

「
世
曾
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
公
共
施
設
や
岡
山
抵
の
機
能
と
は
異
る
願
著
な

特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
は
、
世
脅
か
ら
個
人
又
は
家
肢
に
針

L
、
彼
等
の

み
の
使
用
に
供
さ
れ
る
待
に
興
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
。
次
に
は
吐

失
業
給
付
額
よ
り
み
た
英
闘
世
命
日
保
障
の
一
性
格

脅
サ

1
ピ
ス
に
は
所
得
再
分
間
の
要
素
が
あ
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

念
激
な
累
進
所
得
税
の
下
で
、
図
庇
に
土
つ
ζ
賄
わ

h
る
正
吉
、
受
取

る
者
は
佐
々
に
し
て
安
挽
ふ
倒
よ
り
も
多
額
を
受
取
灯
、
多
額
詐
支
抑

ふ
者
は
往
々
に
し
て
世
曾
サ
1
ピ
ス
を
利
用
し
な
い
者
が
多
い
か
ら
、
所

得
の
再
分
組
で
あ
る
と
共
に
、
と
の
祉
曾
サ
ー
ビ
ス
は
岡
民
の
一
部
分
に

射
す
る
も
の
で
し
b
な
レ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
サ
ー
ビ
ス
仕
賛
閣
の
設

問
に
基
い
て
輿
へ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
も
な
〈
ば
、
費
源
の

浪
費
多
曾
無
目
的
な
集
散
に
し
か
過
ぎ
ず
、
岡
民
は
以
前
よ
り
も
少
し
も

州
知
に
な
ら
な
い

E
と
ろ
か
管
理
什
政
に
費
寸
分
だ
け
生
活
が
刊
し
〈
な
る

わ
け
で
あ
令
。
。
資
産
調
企
を
世
ム
岡
田
サ

1
ピ
ス
に
泊
用
ナ
べ
き
か
?

。
で
な
く
、
ゲ
何
故
、

E
の
吐
曾
サ
ー
ビ
ス
も
資
鷲
調
査
な
し
に
興
べ
ら

れ
る
べ
き
か
?
ゲ
と
い
ふ
疑
同
が
起
告
。
百
空
間
に
は
、
殆
ん
ど

f

べ
て
の
救
済
は
湾
設
所
入
り
と
い
ふ
貴
錦
テ
ス
ト
の
下
に
興
へ
ら
れ
て
い

た
が
、
次
の
一
二
段
階
を
鰐
亡
吐
曾
サ
ー
ビ
ス
は
箆
貌
し
た
。
第
一
位
、
個

々
の
世
曾
サ
1
ピ
ス
が
夫
々
の
資
産
調
査
を
も
っ
て
救
賞
法
に
上
る
救
柚
円

か
ら
分
維
し
た
こ
と
。
搭
ニ
は
、
資
産
調
査
に
代
へ
て
契
約
に
基
〈
槌
利

を
置
い
た
保
険
原
則
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
。
第
一
二
は
、
資
産
調
査
叉
は
保

険
資
格
に
自
由
に
県
へ
る
無
料
サ
ー
ビ
ス
内
原
則
が
採
用
芭
れ
た
と
と
で

あ
る
。
こ
の
最
後
の
二
つ
が
立
法
的
に
完
成
さ
れ
た
が
、
一
九
四
八
年
で

怠
る
c

l

し
か
し
、
第
二
夫
大
戦
後
の
貨
幣
慣
値
の
下
落
は
今
や
こ
の

-
一
つ
の
原
則
を
ゆ
る
が
し
て
い
る
。
自
由
無
料
サ
1
ぜ
ス
の
原
則
は
、
料

金
賦
課
と
資
産
調
査
の
採
用
に
よ
っ
ζ

打
ち
の
め
き
れ
、
保
険
に
基
〈
最

第
七
十
一
審

四
四
七

第
六
掠

七



央
薬
給
付
制
よ
り
み
た
英
閑
吐
曾
保
障
の
一
性
格

低
生
活
費
給
付
の
原
則
は
一
暦
ひ

E
い
打
撃
を
つ
け
て
い
あ
。
も
し
貨
幣

慣
値
の
下
落
が
つ
い
A

く
な
ら
、
保
険
給
付
額
は
無
意
時
た
も
の
と
た
句
、

岡
民
は
ま
ず
/
¥
喬
程
調
査
を
伴
ム
閣
民
扶
助
に
頼
る
と
と
L
な
る
だ
ら

う
。
そ
れ
故
も
し
尚
子
と
し
て
保
険
開
則
の
再
確
立
の
た
め
の
措
読
を
と

る
か
、
貨
幣
倒
値
安
定
の
た
め
の
政
策
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
世
曾
サ
1

ピ
ス
収
不
可
避
的
に
扶
助
的
な
も
の
へ
と
押
流
さ
れ
て
し
ま
ふ
だ
ら
号
。

結
論
と
し
て
は
、
保
険
掛
金
の
俸
給
・
資
産
・
利
潤
に
針
寸
る
割
合
は
、

一
九
五
一
年
十
月
に
掛
金
が
引
上
げ
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
宋
だ
一
九
四
六

年
に
決
め
許
可
れ
た
も
の
上
り
、
は
る
か
に
低
い
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
引

上
げ
て
給
付
額
一
を
増
加
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
。

ハト一
y
l
蔵
相
は
、

ζ

れ
に
加
へ
て
王
三
年
一
月
干
院
で
新
耐
乏
計
画

を
説
明
し
て
、
ヶ
年
額
十
億
弗
に
も
上
る
闘
民
間
凶
府
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
忠
者

は
今
後
一
庭
方
舗
に
つ
き
、
一
志
を
す
拙
い
、
さ
ら
に
文
捕
能
力
の
あ
る

者
は
歯
科
治
療
・
助
聴
器
そ
の
他
に
つ
い
て
代
金
を
支
排
r
つ
こ
と
に
な
ら

う
ゲ
と
叫
ぶ
。
既
に
こ
の
年
の
六
月
一
日
の

A
-
P
Eは
、
そ
の
貿
現

と
、
と
れ
に
上
る
政
府
支
出
二
千
万
碕
の
節
波
を
問
、
え
て
い
る
。

更
に
ま
た
彼
の
予
算
演
説
に
よ
れ
ば
、
食
時
岨
加
助
金
は
総
入
食
糧
の
良

質
的
国
値
を
消
費
者
の
眠
か
ら
隠
し
所
得
め
穴
部
分
を
非
必
需
品
に
消
賓

干
る
阻
向
を
生
む
か
ら
、
之
を
二
億
五
千
万
聴
に
減
少
し
て
セ
ン
ス
・
オ

プ

-
P
ア
U
テ
イ
を
回
復
「
る
。
と
の
周
一
人
に
つ
き
、
一
週
約
一
志
六

片
だ
け
食
費
が
増
加
す
る
乙
と
に
な
る
が
そ
の
代
償
に
保
険
給
付
を
一
様

に
、
調
身
者
二
二
志
ム
ハ
片
、
夫
塙
五
回
志
と
し
、
掛
金
を
静
使
共
に
男
子

第
七
十
一
程

四
回
入

第
六
貌

4コ
四

一
人
に
つ
き
七
志
午
、
文
子
五
志
半
に
引
上
は
り
る
と
と
と
さ
れ
た
。
と
れ

に
針
し
一
内
ち
に
タ
イ
A
f
は
「
保
守
門
院
は
そ
の
ぐ
J

フ
レ
ッ
ト
で
云
う
や

ラ
に
、
ど
こ
ま
で
枠
険
給
付
額
H
最
低
生
活
費
の
原
則
を
貰
b
ん
と
ナ
る

な
ら
ば
、
調
身
者
四
五
志
、
夫
婦
七
二
志
行
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回

の
政
府
案
℃
は
到
底
家
賃
は
含
ま
れ
な
い
ど
と
ろ
か
最
低
生
活
費
に
も
足

わ
な
い
」
と
酷
許
を
放
っ
た
。

更
に
注
目
す
べ
き
は
、
被
扶
護
暦
で
あ
る
児
童
・
老
令
者
の
著
し
い
培

加
が
枇
世
田
サ
ー
ビ
ス
宮
内
部
よ
り
訟
迫
し
て
い
る
こ
と
C
あ
る
。
陸
前
に

比
し
て
、
現
在
英
図
的
見
室
敷
は
約
一

0
0万
、
退
陣
明
年
金
年
告
に
あ
る
も

の
が
、
一
九
四
三
年
以
降
の
老
令
死
亡
率
の
激
減
に
よ
っ
て
約
一
五

O
万

の
増
加
を
み
令
。
ベ
ヴ
ァ
リ
ヲ
ヂ
は
乙
の
事
を
早
く
よ
り
予
言
し
た
に
も
拘

ιず
、
世
曾
保
障
財
政
円
資
施
さ
れ
た
時
に
は
、
予
算
に
相
入
れ
ら
れ
て
い

た
か
っ
た
ら
し
レ
。
人
口
の
よ
・
下
端
の
か
ふ
る
膨
脹
に
よ
る
記
曾
保
障

財
政
の
負
担
を
、
保
守
説
は
保
険
掛
金
率
引
上
げ
に
止
っ
て
切
抜
け
ゃ
う

と
丁
る
が
、
ヒ
ッ
ク
λ
や
一
プ
フ
ィ
ッ
ト
の
一
五
う
や
う
に
、
若
し
そ
の
負
但

ヘ3
何

者
の
九
割
が
低
倒
防
両
者
日
身
G
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
生
活
は

食
鵠
補
則
金
節
減
ド
加
へ
て
更

μ
大
き
な
釘
墜
を
う
け
る
こ
と
に
な
ら
な

L
E
。
労
働
築
は
祉
曾
連
帯
の
旧
仙
想
を
ま
と
っ
て
何
ら
か
の
抵
抗
を
試
み
た

が
、
保
守
蕪
は
こ
I

ふ
に
か
く
も
個
人
主
義
的
色
彩
を
露
日
に
し
て
慣
ら
な

い
。
ベ
ザ
ア
リ
ッ
デ
卿
の
理
組
主
義
の
燈
は
呆
な
〈
も
消
え
っ
く
し
た
と

み
え
る
。



愈
々
「
生
計
費
調
査
」
が
政
一
戸
の
手
で
酌
め
ら
れ
た
と
き
〈
G

十
八
ヶ

月
以
内
に
完
了
の
予
定
ら
し
い
的
v

世
曾
保
問
捻
常
大
臣
は
ト
一
弘
で
健
康

に
し
て
労
働
能
力
を
保
持
す
る
に
必
要
な
倒
置
と
、
一
此
へ
山
田
保
問
給
付
卒
と

の
闘
係
を
検
討
の
上
、
報
告
の
義
務
を
果
き
ね
ば
な
ら
な
い
Q

そ
の
司
は

悶
尽
の
v

削
に
、
ク
保
険
給
付
H
最
低
生
泊
費
。
的
原
則
壮
、
枇
迎
す
ベ
〈

日
確
保
す
べ
き
も
の
な
る
も
現
在
は
賢
行
不
可
能
と
翻
る
か
、
あ
る
い
は

一
部
又
は
全
給
付
に
頁
っ
て
こ
の
原
則
の
撤
凶
を
責
特
ナ
る
か
、
そ
の
岐

路
に
立
た
き
れ
る
と
と
に
な
ち
う
。
こ
れ
は
保
守
時
の
悶
目
的
組
命
と
結

び
つ
か
な
い
で
は
所
ま
な
い
だ
ら
号
。

一量一

ω
久
保
ま
も
子
・
「
保
守
山
捕
と
配
合
ザ
1
ピ
ス
枇
脅
保
険
時
報

二
六
窓
同
一
一
瓦

ω
世
合
保
険
五
二
年
二
月
号
三
一
頁

ω
久
侭
氏
前
掲
論
文
四
頁

ωhq

【
タ
イ
ム
ズ
五
二
年
四
月
一
入
円
附
)

ω
同
国
'
回
目
宮

u
p
o
n
-
P
S
2
2
F
H
C
むヨ匂
!
E
H

同

州

司

同

E
H
n
Z
F旦凶
3
0
・国コ
E
5
u
h
事
d
v、
E
~
可。n
N
R
L
P
h
xコミヨ

HCA旧
日
凶
、
同

U

N
ゆ

ω
タ
イ
ム
ズ

五
二
年
九
月
五
日
附
吐
沿

宍
の
や
う
に
一
世
曾
保
険
と
祉
脅
扶
助
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
抑
進
す
る

技
術
的
な
又
祉
書
的
な
酸
医
を
認
め
る
と
と
は
で
き
る
。
っ
き
り
、
危
険

分
散
と
平
均
保
険
料
主
義
を
保
詮
す
る
潟
に
ま
づ
強
制
加
入
園
の
摘
大
が

要
求
さ
れ
、
と
れ
に
併
せ
亡
生
活
保
全
の
潟
の
危
険
カ
バ
ー
の
針
象
と
錨

失
業
給
付
額
よ
め
み
れ
ム
英
間
耐
曾
侭
陣
の
一
川
性
格

内
縮
張
に
よ
っ
て

λ
衆
の

tAE目
的
泊
限
性
を
増
大
せ
し
め
よ
ヲ
と
す
る
世

脅
保
険
の
側
か
ら
の
自
ら
な
る
成
長
の
動
き
は
、
疾
病
・
失
業
よ
り
始
っ

て
老
人
廿
・
遺
族
・
援
疾
者
に
担
割
す
る
無
接
出
年
金
制
度
の
如
く
、
社
曾
扶

助
的
性
絡
の
縫
い
新
分
野
を
開
拓
す
る
と
と
に
な
り
、
亦
一
方
吐
曾
扶
助

的
川
聞
か
島
は
、
そ
の
救
貧
よ
句
防
賛
へ
の
設
展
過
程
に
お
い
ζ

は
、
賛
意

調
査
の
如
〈
個
人
生
活
の
内
面
に
立
ち
至
る
一
歩
手
前
で
、
無
接
出
年
金

の
や
に
J

な
ま
た
は
「
何
よ
り
も
先
づ
世
曾
侭
険
H
H
保
険
料
と
引
換
へ
に
櫨

匂

利
と
し
亡
資
産
洞
査
な
し
に
段
低
生
活
が
問
問
へ
ら
れ
る
仕
組
」
を
以
亡
、

大
味
の
側
貧
化
防
止
を
買
現
し
よ
う
と
す
る
嬰
求
が
、
枇
曾
扶
助
一
世
世
曾

保
険
へ
と
近
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
、
と
i
A

に
雨
者
は
吐
荷
口
保
陣
制
皮
な

る
一
つ
の
体
釆
に
ま
で
資
さ
れ
る
の

G
あ
ら
う
〉
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
r
r
h
J
L
ζ

体
系
的
に
統
-
き
れ
る
傾
向
に
於
て
も
、
主
的
問
情
的
成

立
泡
程
は
諮
問
に
共
通
な
た
ピ
一
つ
の
結
合
形
式
が
見
出
き
れ
る
の
で
は

な
く
ど
、
常
然
そ
の
問
日
抽
門
的
基
礎
を
な
す
生
産
力
・
年
産
閥
係
の
各
闘
に

於
け
る
特
殊
内
を
反
映
し
亡
、
世
曾
扶
助
を
中
心
に
杜
曾
保
険
的
色
彩
を

と
り
入
れ
た
米
闘
的
知
型
の
ご
と
き
も
の
、
又
反
針
に
と
L
に
と
り
翠
げ

る
グ
基
本
的
必
要
に
針
ず
る
吐
帝
国
保
険
ゲ
を
中
、
U
に
、
ゲ
そ
の
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
柿
い
と
し
て
接
聞
の
有
無
と
は
無
関
係
に
給
付
時
に
お
け
る

必
要
を
保
件
と
し
て
同
庫
よ
り
現
金
セ
支
給
す
る
ゲ
岡
家
扶
助
を
添

へ
て
所
謂
普
掴
的
・
包
指
的
な
型
の
枇
A

阿
国
保
問
制
度
が
英
闘
に
あ
ち
は
れ

て
い
あ
が
、
こ
の
問
者
の
按
涯
と
結
合
・
統
一
を
必
然
化
し
た
民
国
は
、

あ
く
空
で
別
伺
に
見
出
せ
る
筈
で
あ
る
。

第
七
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一
意
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六
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七
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失
業
給
付
額
よ
わ
み
た
英
闘
世
曾
保
障
の
一
性
裕

今
暫
〈
、
島
田
啓
一
郎
氏
の
首
を
籍
ふ
り
ゃ
う
Q

「
と
ふ
に
至
っ
て
再
び

顧
た
い
の
は
、
世
〈
町
口
保
防
を
、
民
主
主
義
の
勝
利
の
結
晶
と
L
E
閑
民
協

同
体
的
要
求
の
自
己
貫
徹
過
程
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
ベ
ヴ
ァ
り
ッ
ヂ

的
理
院
で
あ
る
。

h
L

れ
日
、
従
来
の
吐
骨
口
保
険
が
与
一
〈
は
被
用
者
の
み
に

局
限
せ
ら
れ
、
未
だ
陪
腕
的
路
迎
合
同
日
回
目

E
E
2
4
た
る
に
止
ま

っ
て
い
止
が
、
祉
脅
保
険
受
給
者
範
閤
の
蹴
大
「
よ
る
普
面
性
の
強
化
は

共
第
に
悶
民
的
庭
賢
官
民

E
ロ巴

M
H
E民
自
与
を
世
現
し
つ
L
あ
る
可
と

い
ふ
現
肢
の
助
向
に
支
A

ら
れ
て
、
弐
第
に
間
Jr
内
ゆ
く
一
般
的
見
解
で

あ
る
Lr
忠
へ
る
。

I
・
L
・
0
・
も
亦
か

f
o瑚
仰
の
立
場
を
と
っ
て
い

も
の
で
あ
る
U

私
保
険
に
於
け
る
加
入
車
判
的
利
結
社
脅
的
栴
成
を
と
る
の

に
針
1
て
、
世
脅
保
険
の
集
岡
構
成
原
理
が
準
協
同
体
的
叫
椅
を
も
っ
と

こ
ろ
恥
ら
、
な
ん
ら
か
協
同
体
化
政
策
的
な
る
も
の
と
し
て
受
と
ら
れ
、

私
法
的
保
険
よ
り
匪
則
さ
れ
る
公
法
上
の
施
設
ー
と
し
て
取
扱
は
れ
て
き
た

事
官
は
、
例
へ
ば
〈
。
ロ
ロ

2
4。吋
m
E
を
し
て
、
円
枇
A

甘
口
保
険
は
問
民
の

世
曾
的
踊
祉
の
立
場
か

ι取
扱
は
れ
る
保
険
で
↓
め
る
』
と
理
解
せ
し
め
、

枇
曾
保
険
を
超
階
級
的
政
策
主
観
念
せ
し
め
て
い
る
ロ
に
も
拘
ら
ず
、
協

同
世
命
日
そ
の
も
の
の
連
静
性
出
主
体
と
な
っ
て
、
超
階
級
的
に
焦
回
の
生

活
保
非
の
た
め
の
岡
家
的
庖
置
を
展
開
す
る
い
よ
担
論
件
、
来
日
た
祉
合
口
昌
目

的
に
援
問
の
余
地
を
多
〈
残
す
も
の
で
あ
っ
て
、
現
質
に
は
紅
曾
の
一
部

右
識
者
が
基
礎
祉
舎
の
直
帯
性
の
向
上
を
、
そ
の
成
員
の
生
活
内
容
の
悶
由

民
の
台
め
嬰
ま
し
き
も
の
と
思
考
し
、
と
の
理
想
と
し
て
抱
か
れ
た
一
部

指
導
官
居
間
の
吐
曾
的
理
念
が
、
コ
ン
ミ
ユ
一
一
イ
テ
イ
そ
の
も
の
の
全
体
的

第
七
十
一
巻

四
五

O

第
六
鏡

七
六

な
内
面
的
欲
求
で
あ
る
か
の
如
〈
紛
飾
せ
ら
れ
て
、
枇
曾
的
普
遍
佑
・
強

制
化
の
過
程
を
辿
る
も
り
と
考
へ
ら
れ
る
@
従
っ
て
祉
常
的
行
動
の
主
体

を
ヨ
ン
ミ
ユ
一
一
テ
イ
自
体
に
求
め
る
理
解
に
は
、
そ
の
理
解
者
の
階
般
的

立
場
が
混
入
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
階
級
的
利
害
の
内
面
的
要
求
が
表

面
的
に
は
趨
階
級
的
協
同
体
割
論
土
意
識
化
せ
ら
れ
、
輝
か
し
い
相
愛
扶

悶
の
協
同
体
的
体
系
と
し
て
世
曾
的
行
動
を
過
常
に
偽
装
す
る
こ
と
に
な

る
も
の
で
あ
る
@

こ
の
と
と
は
、
制
か
も
世
曾
程
般
の
信
債
を
拒
否
す
る
も
白

σも
な

〈
、
落
礎
祉
A

習
の
協
同
件
的
謹
民
の
方
向
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
@

た
W
A

責
本
主
義
社
曾
に
お
け
る
協
同
体
的
連
帯
性
の
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
的

民
聞
は
、
民
主
主
義
精
神
の
浸
透
に
も
拘
ら
ず
、

ζ

の
祉
曾
体
制
の
も
と

で
は
末
だ
腕
悼
す
的
で
し
か
あ
り
得

F
、
世
曾
保
障
の
場
合
に
も
、
そ
れ
が

協
同
体
理
念
の
祉
曾
的
批
醐
刷
物
と
し
て
、
恰
も
民
主
主
義
の
勝
利
を
象
徴

す
る
か
の
如
〈
に
理
想
化
せ
ら
れ
乍
ら
、
そ
の
内
面
を
基
本
的
に
性
格
づ

け
つ
L
あ
る
も
の
は
、
未
だ
コ
ン
ミ
ユ
↑
一
テ
イ
の
連
帯
性
向
件
で
仕
な
く
、

買
は
資
本
主
義
的
矛
盾
の
も
と
に
苦
闘
す
る
階
級
閥
係
で
あ
る
と
い
ふ
現

賀
橋
治
を
見
落
書
ぬ
や
う
に
留
意
し
た
い
と
希
ふ
の
で
島
る
。
」
と
。

又
、
米
闘
の
一
世
曾
保
貯
理
論
家
と
さ
れ
る
、
ル
イ
ス
・
メ
リ
ア
ム
氏
は
、
川

岡
民
各
人
の
貴
闘
の
防
止
、
別
閑
民
各
人
叉
は
骨
家
族
に
針
ず
る
一
定
生

出
水
準
に
必
要
な
る
所
得
の
保
障
、
川
生
産
を
最
大
限
に
可
能
な
ら
し

む
べ
き
純
情
体
制
を
維
持
せ
ん
が
震
の
購
買
力
の
再
会
制
、
倒
〉
所
得
分

配
の
平
均
化
、
の
四
つ
を
翠
げ
て
、
吐
曾
保
障
の
目
標
だ
と
一
耳
ふ
c

そ
れ



β
¥、
一
見
、
そ
の
課
題
を
具
に
す
る
か
に
見
交
て
も
、
資
本
制
枇
曾
に

内
直
し
て
愈
々
深
化
し
顕
大
ず
る
矛
盾
に
針
し
て
、
緩
和
し
閉
経
す
べ
き

必
要
が
眼
前
に
迫
っ
て
き
て
い
る
と
い
ふ
こ
荷
に
つ
き
な
い
か
。

と
う
し
て
、
と
の
経
済
体
制
の
根
本
的
矛
盾
に
と
っ
て
、
曲
一
か
も
本
質

的
と
は
云
へ
な
い
分
担
政
策
の
場
に
お
い
て
、
保
険
技
術
に
よ
る
宮
の
再

分
聞
と
い
ふ
事
後
的
な
底
世
を
以
て
、
一
世
曾
的
勢
力
の
加
へ
る
底
力
を
そ

ら
せ
、
彼
ら
を
こ
の
祉
曾
に
順
臨
し
易
か
ら
し
め
よ
う
と
す
る
手
段
が
英

岡
の
枇
曾
保
聞
と
し
て
、
五
口
々
の
前
に
現
は
れ
る
も
の
と
ほ
ふ
時
、
岡
民

の
一
般
的
安
躍
す
一
間
祉
の
局
に
脊
在
す
る
「
昭
世
間
家
」
が
、
「
普
通
人
の
幸

掴
」
を
公
約
し
、
而
も
民
主
主
義
円
光
黙
と
し
て
自
ら
誇
り
も
し
た
円
世

合
体
開
』
が
、
そ
の
融
制
般
の
基
調
に
哀
取
の
諸
君
円
を
磁
め
て
い
る
こ
と
を

人
は
感
じ
な
い
か
。
そ
れ
は
資
本
主
義
の
危
機
的
段
階
に
叫
到
底
ナ
る
極
済

的
・
世
曾
的
矛
盾
の
綬
和
策
と
し
て
、
悲
劇
的
た
精
命
を
櫓
っ
て
い
る
Q

と
の
志
賀
を
求
め
る
も
の
は
、
一
世
曾
保
障
の
限
界
を
凝
胤
ナ
る
。

一
位
曾
保
障
制
度
は
、
こ
の
資
本
制
の
枠
の
中
で
、
と
も
か
〈
閤
民
の
生

存
橋
の
保
障
に
着
手
せ
る
も
の
と
し
て
、
枇
曾
の
進
歩
に
貢
献
す
る
側
面

を
も
っ
と
と
は
疑
へ
な
い
。
そ
の
こ
と
と
そ
、
わ
れ
ら
の
熱
意
を
促
す
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を

E
常
に
許
出
国
す
る
も
の
は
、
そ
の
良
債
を
過

少
許
慨
す
る
こ
と
を
各
め
る
と
共
に
、
過
歯
な
幻
影
の
と
り
除
か
る
べ
き

と
と
宇
一
欲
す
る
。

そ
れ
は
深
刻
な
閤
民
生
活
の
窮
乏
他
を
緩
和
し
得
て
も
、
果
し
て
と
の

分
間
政
策
的
性
格
を
も
っ
世
舎
保
障
が
、
資
本
の
利
斜
追
求
の
た
め
の
生

失
業
給
付
額
よ
り
み
た
英
同
一
社
合
保
障
の
一
性
格

産
政
策
を
阻
害
す
る
程
度
に
主
で
売
買
さ
れ
、
制
度
化
き
れ
う
る
も
の
な

の
か
@
苦
々
は
眼
を
は
る
か
速
い
落
日
の
大
実
帝
固
に
碍
じ
て
ど
こ
ま
で

も
そ
の
行
衛
を
見
守
る
。

今
ζ
i
L「

r乏
し
い
資
料
を
辿
っ
て
、
英
閑
祉
曾
保
障
の
向
ふ
と
と
ろ
を

備
制
し
て
み
た
。

そ
の
内
容
は
如
何
は
ど
閥
民
生
活
を
潤
ほ
し
、
間
刀
闘
鶏
・
保
守
識
の
も

た
ら
す
給
付
の
程
度
は
そ
の
ま
ι
三
世
曾
保
障
の
性
格
の
見
逃
せ
な
い
一
薗

で
あ
り
、
そ
の
基
く
ペ
グ
ア
リ
ッ
ヂ
・
プ
ラ
シ
は
資
本
制
生
蓋
の
危
機
に

お
け
る
枇
命
保
険
の
樽
落
の
詩
集
で
は
な
品
っ
た
ら
ラ
か
と
@

註
川
島
田
啓
一
郎
・
「
枇
曾
保
障
の
基
本
的
性
格
」
同
志
壮
大
草
・

人
文
堕

l
枇
曾
間
半
特
集
同
一
五
頁

同

F
o
d
z
m
冨
耳
目
凶
日
日
同
止
と
白
河
~
『

E
L
F
-コ
主
同
田
和
田
司
町
田
∞
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